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抵抗Rでのオームの法則より
V E R I⇒100-レ=501--14



1_で 続き
（2）前問（1）の答えは、エ-Vグラフの式の形にすると

エ= - JV+2
これをグラフに書き込む。
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交点となるIとVのときである。
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/_回路だ？件と
豆電球の条件を満たす
のは

よって
V二565はーい
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とV=100でた。
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